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名目金利（無担保コールレート）

実質金利（無担保コールレートーCPI）

日銀金融政策決定会合（2026年9月）
市場予想通り、政策金利を1.25％へ引き上げ

1/1

2026年9月18日

利上げペースを加速 植田総裁「政策の局面が変化」
日本銀行（以下、日銀）は9月17～18日に金融政策決定会合を開催し、市場予想通り、政策金利の無担

保コールレート（オーバーナイト物）を0.25%ポイント引き上げ、1.25%にすることを決定しました。今
回の利上げは前回6月から約3カ月ぶりで、従来の半年に１回程度から利上げペースが加速しました。その
背景には、インフレ上振れリスクへの対応があります。企業物価は、原油高やAI関連需要を背景に、前年
同月比で3カ月連続の7％超となりました。企業の価格設定行動が積極化し、中長期的なインフレ期待も上
昇するなか、植田総裁は「政策の局面が変化した」との認識を示しました。

先行きの金融政策運営について、植田総裁は、今回の利上げ後も金融環境は緩和した状態にあるとの認
識を示し、利上げ継続の方針を維持しました。日銀のインフレ上振れリスクへの対応姿勢を受け、OIS市
場では年内の追加利上げが相当程度織り込まれています。おおむね四半期に一度のペースを前提とすれば、
次回利上げは12月が一つの目安ですが、実際のタイミングは原油価格や為替の動向に左右されるとみてい
ます。その後は、政策金利が中立金利の推計レンジ（日銀推計、1.1～2.5％）内で上昇するにつれ、経
済・物価への影響を慎重に見極める必要性も高まります。加えて、浅田・佐藤両審議委員の反対票からは、
高市政権の緩和的な金融環境への志向がうかがえ、今後の利上げに政治的な圧力がかかり得ます。こうし
た点を踏まえると、利上げの最終到達点に近づくにつれて、利上げペースが鈍化することも想定されます。

（出所）ブルームバーグ

実質金利（短期）
（%）

市場が織り込む年末時点の政策金利の水準

（出所）ブルームバーグ

（%） （前年同月比、%）

※使用 ※CPIは除く生鮮食品の前年同月比（消費税調整済み）、無担保
コールレートは月末値、直近値は2026年8月

（2020年1月～2025年5月）（%）

※直近値は2026年9月18日15時30分

（円）

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

'26/6 '26/7 '26/8 '26/9


	スライド番号 1

